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気もない｡ など, ブツブツ言いながら, 書いてい
る｡ 少し, ビジネスの言葉が重くなってきた｡ あ
と何回書けるのか分からないが, 終章は近い｡ 少
し, 主題から離れたことも書いてみたい｡ 又, こ
れまでは, 丸紅時代に限ってテーマを選んでいた





い｡ これで, 随分摩擦を起こしてきた｡ これは,
変わらない｡ 自分の, レゾンデートルであると思っ
ている｡ 世の中には, 出会って随分お世話になっ
ている方がいる｡ 今日, 経験もないのに, 必死で
教師が務まっているのは, この方たちのご支援の
おかげである｡ 何のお返しもできないのになぜな





今年, お世話になった, 三社と絶縁した｡ 出会
うよりも絶縁は難しい｡ お互いが, 嫌な気分にな
るからだ｡ 普通はみんな我慢をする｡ 私にはでき
ない｡ その話をしてみたい｡ この内, 二社は, あ
る人の就職を頼んだのであるが, うまくいかなかっ
たからである｡ 就職の依頼は, うまくいく事の方
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こ, 春日八郎, 三橋美智也の全集を頂いた｡ その




えないものはない｡ 又, 今, その方々の名前をこ
こで上げるわけにはいかないが, 学生を就職させ
る時に, 頼めば必ず採用していただける方が, 何
人か, いらっしゃる｡ それが, 人の付き合いとい
うものであろう｡














くれるとのこと｡ ありがたい｡ 私は, すぐに紹介
された高校を回った｡ 相手は, 全て校長｡ 中には,
進学は, 校長では意味がないという人もいたが,





も, 手をこまねいていることはなかった｡ 又, 都
立とはいえ, 公立高校が如何に辺鄙なところにあ
るのかもよくわかった｡ ところがである｡ 三年目
であったか, 連絡をすると, 突然 ｢もう, 紹介を
したくない｡｣ とのメールが入った｡ 私にだけ,
便宜を与えるのが, どうかと思うというとのこと｡
｢そうか｡｣ それで, 彼とは絶縁した｡ 今年も高校
のクラス会があったが, 私は欠席した｡ 彼が出席
する限り, 私は, クラス会に, 出るつもりはない｡
2. 自分の自慢話
就職のお世話の話のついでに, 私が紹介した話




たし, めでたし, であった｡ ところが, 数年して,















付けたし｡ 私は, 急がねばと思った｡ すぐに, 丸
紅の常務のあと, ある関係会社の社長をやられて
いる方に, お願いに上がった｡ 人物の保証もない
のに, 彼は, すぐに受けてくれた｡ やはり, 大物
だ｡ 彼は, どうでもいいことではあるが, 大政治
家のご子息であり｡ 社長室長の時, 私と共犯で,
みんなに憎まれながら, 役員の車を削減した人で






さて, もうひとりの女性｡ 実は, この二人は,
同期入社で仲がいい｡ これはどうでもいい｡ ある
時, 食事をして, 近況を聞くと, 派遣で働いてい
るとのこと｡ それでは, 将来が不安であろう｡ 腹
の中で, 仕事を紹介することを決める｡ 先ほどの
会社は, 急成長して, 業績を伸ばしており, 人は
いくらでもいる, 優秀ならば｡ すぐに連絡をする




かせる｡ 勿論, 合格｡ ここで, 彼女の人生が変わっ










話は早い｡ なにせ, 採用を決めてから, 面談する
わけだから｡ あとは処遇｡ 私の紹介ということで,
破格の待遇となったようだ｡ ありがたい｡ ところ
で, 世の中は, 狭い｡ よく聞いてみるとどこかで
聞いたような名前である｡ 暫くして, 漸く分かっ




のだ｡ 世間は狭いというべきか, それとも, 私が,
お世話好きなのか｡ 神様も洒落たことをするもの
だ｡ 今年も, 暮れのシーズン, 心のこもった物で
も頂くこととしよう｡
世話好きついでに, この話には, 後日談がある｡










いて, スムーズな人事には, 口は挟まない｡ しば
らく, そこで勤務していたが, やがて, 彼女は,
会社を辞め, 司法書士の勉強をし, 資格を取った｡



















た｡ ひと月ほど前に, 仕事の関係で, ある会社を
紹介したのであるが, その報告をしようとしたと





店で会うとのこと｡ 行ってみると, その方は, お









なっている｡ 考えてみれば, これが, 神のお導き
なのか｡ しかし, キリストと仏様の信者同士でも
お導きがあっていいのかどうかは, 宗教に不案内
の私にはわからない｡ 一度, 聞いてみよう｡ 結局,







よくわかる｡ とにかく, 一時も早く, お伺いする
ことを伝える｡ 本当に, 緊急な用であるのは, 電
車の途中に, まだかとの連絡が入ったことでもわ
かる｡ みなさん少しはドキドキしますか, 人ごと
でも｡ 大体, なぜ, 最初に, 会長に会うのか, 普
通は社長だろう｡
会社に, 着くと, すぐに, 会長室に案内された｡
同席は, 相澤さんともう一人, 穏やかな顔つきの
若い人｡ 事情は不明｡ 何となく, 自分を紹介する｡
会長は, 血色が良く, 穏やかな印象の紳士｡ 想像
していた方とは少し異なる｡ 会長は, 私の言うこ
となど, 聞いてない様子｡ その内, うちに入らな
いかということ｡ そういうことか｡ すぐに, 処遇
の話になった｡ 会長の手元には, 私が相澤さんに
渡した, 履歴書がある｡ 会長が, やおら, ｢給料
はこの希望金額でいいですか｡｣ ハイもいいえも
ない｡ 就職できるように, やや安めに書いておい




シオ, のち, フジスタッフとなったが, フジスタッ
フが, プロフェシオを買収し, 会長, 相澤さん,
先ほどの若者 (これは, 会長の子息) が乗り込ん






話になった｡ 後日談である｡ 会長, 社長も敬虔な
キリスト教徒であるが, 会長は, 先般, アフリカ
の野口英世記念病院に行かれた際, 不幸にもマラ
リアに冒され, 帰国後, 急逝された｡ これも神の
意思なのか｡ 奥様は, フジスタッフの実権をオラ
ンダの会社に譲渡されたが, 今でもご壮健である｡







人間, 一人では, 生きていけない｡ 生きている
わけではない｡ いろんな方が, 神の配剤で周りに
いらっしゃる｡ 何かあれば, 必ず, 声をかけて頂
ける｡ まさかの失職で一時はどうなることかと思っ
たが, このようなことで, 一瞬で救われることと
なった｡ 採用された日, 嫌に雨が降っていた｡ 会
社は, 少し, 駅から離れたところにあった｡ 行く
ときには, 嫌な雨であった｡ 帰りには, 慈雨, 恵
みの雨となった｡
4. シリコンバレーのジェフさん
どうやら, 今回は人の縁 (えにし) がテーマに
なってきたようだ｡ これまでの人生で, 忘れられ










になり, なんとか, 家も借り, 家具も揃え, 車も
買って, 生活が始まった｡ まあ, 生活はなんとか
なる｡ 問題は会社である｡ 公用語は, もちろん英
語, 社員もほとんどが, 米国人, というのは, い
わゆるアメリカ人ではないのだ｡ 勿論, 米系の人
もいるが, ほかに, 中国系, フィリピン系, メキ
シコ系, これに少数の日本人, 正しく, 合衆国で
ある｡ ここに, 外国経験もない, 日本人が, ナン




一件, 和やかに, 迎えてくれてはいるが, 本音
はどうか｡ 実は, 数年前, その会社の業績が, 芳
しくなかった時, 本社の課長として, 何度も出張
して, 大変なリストラを実行し, 一年で, 黒字に
したことがあったからだ｡ 社長は, 私より, 十年














ということらしい｡ 唖然とした｡ みなさん, 花祭

















の音｡ 返事をすると, 突然, ゴリラが顔を出した｡
｢ワー, びっくりした｡｣ ネリーというフィリピン
系のいたずら女子社員であった｡ それから, 彼女
は, 私を見ると, ｢びっくりした｡｣ と言って笑っ





のを販売する｡ 確か, 前年が, ボクサーのマイク・





さて, 本章の主題である｡ 会社に, メキシコ系
のジェフさんという方がいた｡ 半導体装置の工場
の管理を担当されていた｡ 通常の営業ではなく,
給料も, かなり安いとの話であった｡ 服装も, ポ




た｡ シリコンバレーで, 車のない生活は, 誠に不
便である｡ 私は, みんなと食事をするとき, 彼も
















わさわさしている｡ その内, 何の用心もない, オ
フィスに, 新聞記者らしき方々が傍若無人に押し
かけてきた｡ 電話は使うわ, ラジオは鳴らすわ,
写真は撮るわ, である｡ それから何年か続く, ロッ
キード事件の始まりである｡ その大変さといった
ら, 想像を絶する｡ 今思えば, 丸紅はよくぞ, つ
ぶれなかったなと思う｡ あのときのことを考えれ
ば, 多少の大変さなど, ものの数ではない｡ 毎日,
新聞記者, 警察の訪問で, 仕事など手につかない｡
私の上司の, 小島常務が広報の担当役員であるか
ら, 尚更である｡ 抗議団が来社したときには, 皮
付き落花生をぶつけられた｡ 面談も大変であった｡



















た｡ それまで, 会社を背負ってきた, 重要な役員
が, 多数事件に関与しているとみられており, 小








た｡ すかさず, ｢我々は, 何があっても, 常務の
指示に従いますので, これまでと, 同様遠慮なく
使ってください｡｣ と言った｡ 常務は, 心なしか,
気落ちされている様子であった｡ これまで, 常務
にあのようなことを言った人はないであろう｡ し
かも, 多くの部員の前で｡ 常務が部長の時の, 業
務部は, まるで, 家族のような雰囲気で, 常務を
信奉する社員の集まりであったし, 部員の結婚式










部長も有能な人で, 勿論役員である｡ 私には, ど
うか｡ 仕事はよくしていたと思うが, 大変に評価
をしてもらっていたし, 可愛がってもらってもい
た｡ したがって, 恨みは, 爪の先ほどもない｡ む
しろサラリーマン的にいうと, いてもらったほう
が, 私にとって, 仕事はやりやすいのだ｡ しかし



















も続き, 世間からも, 批判され, 大変な思いをし
たが, 丸紅は, 何とか生き残ることができた｡ し
かしながら, 一応, 取引などが元に戻るためには,
五年程度を要した｡ いまはどうか｡ 先般の新聞で























約が問題なのである｡ まず, A社は, 権利を買っ
てきただけで, 丸紅にそのビデオ化権を売り, 丸
紅は, ビデオを制作し, B社に売るのである｡ と
ころが, 契約はこうだ｡ 丸紅は, 一定期間に, 何
本売るかを A社に請け負った｡ 又, 丸紅は, B
社に同じ数字を請け負わせたのである｡ 要は, B







だ｡ B社よりの支払い 4億円, 丸紅の取り分 5千
万円, A社への支払い 3.5億円といった具合であ













ないとは, 言わない｡ それだけは, ホッとする｡
揉め事になっても丸紅からは, 一銭も出るはずが
ない｡ A社と, 交渉し, 多少の値引きと, デジ
タル化権を取得することで, B社との一回目の会
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ところで, 実は, もう一つ当社にとって, 最大
の懸案があるのだ｡ それは, ビデオの製作である｡
今の DVDと違って, ビデオの製作には, かなり
のコストがかかる｡ 一流の会社から, 販売するの
であるから, 粗悪品のビデオテープを使うわけに
はいかない｡ そのうち, A社からは, 5千万は割
り引いてもいいといってくる｡ ビデオ化権と 5千
万円の値引きを材料に B社を訪ねる｡ 心の中で
は, ビデオの製作の件が気になる｡ つまり, 売れ
ないのを覚悟で, 現物を持って来いと言われるこ
とである｡ そうすると, 当社として, 億を上回る,
負担となる｡ そう言われれば, 断るわけにはいか







た｡ 帰りの車の中で, 本当にホッとした｡ 結局,
多額の損が出る取引が, 5千万円の利益が出るこ




















社である｡ 伊那は, 遠いし, 不便である｡ 結局,
関係会社のマイクロバスで行くこととなった｡ ま
るで, 大名行列であるが, 商社とはそういうもの






こに宿泊したのであるが, 部屋は, 旅館並み, 中












静かな, 信濃の夜を満喫した｡ 何といっても, 街
中までは夜の細道を 30分以上も下らなければい
けないので｡ 夜の伊那の街を堪能したのは, その




さて, 次の日は, 半導体の製造会社である｡ 不
安と期待でバスを走らせる｡ 小一時間くらいで,
流れのほとり, 林の中に, その工場はあった｡ 驚
いた｡ 工場といい, 管理棟といい, 電源設備とい





のこと｡ おそらくは, 銀行の紹介であろう｡ 工場
も, まるで, ミニチュアのような工場で, きれい
ではあるが, いわゆる半導体工場特有のダイナミッ
クさはない｡ いわゆる好景気時代の遺物である｡








さて, お伺いすると, 我々が, 現地視察したおか













抱えてはいる｡ しかしながら, これらは, 素材か
ら, 製品まで取り扱っているからで, 単独で, メー
カーの経営をすることはまずない｡ 何故か, 経営
する経験者がいないからである｡ 今でも, 傘下の













た｡ 実際はどうであったか｡ その後, NEC 9801
用の, 外付けハードディスクが好調で相当な利益










が出た｡ 又, 暫くして, 会社を閉鎖するとの情報






ある｡ そのような友人を, 二人あげたい｡ 一人は,
岡博さん, もう一人は, 安富正文さんである｡ と
もに, 長崎市桜馬場中学校の同窓生で, 同級生で
はない｡ なにせ, 一学年, 24クラスのマンモス
中学校で, 千数百人の生徒がいたので, 知り合い
になること自体が, 偶然であった｡
さて, 岡さんとの出会いは, 数年前で, 確か,
長崎の高校の仲間が何人か集まった時に, 再会し
た｡ 数十年ぶりの出会いである｡ 確か, 私と一緒
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に, 受験した丸紅を蹴って, 三菱重工に行ったは
ずで, 聞くと, 三菱重工系の空調の販売会社の社
長をしているとのこと｡ 私は, 早速, 彼の会社を
尋ねることとした｡ インターンシップと就職を頼










る｡ さて, 岡さんに戻る｡ インターンシップはす
ぐに実現｡ 就職については, 大手企業の関係会社
であるから, 狭き門である｡ 本学科には, 対象者
はなく, 他学科の学生を紹介する｡ いいところま
で行って, 最終結果を待つのみとなった｡ ところ
で, 彼は, 突然, その会社を引くこととなったの
である｡ 時期が悪い｡ 電話で連絡があった｡ ｢入
社は, 難しい｣ とのこと｡ もともと, 挑戦してい
るわけで, 難しいのは, 覚悟の上｡ ｢分かった｣
と言って, 電話を切る｡ 教えてくれただけでもあ
りがたい｡ しかし, 彼は, 合格し, 今でも元気に
勤めている｡ 但し, 未だにその事情を聞く勇気が






安富さん, 田上市長, 三菱電機専務と会う｡ 田上
市長には, 学生を長崎に連れて行きたいとお願い
する｡ いつでもどうぞとのことで, その後, 実現







なっているが, 田上市長, 浦瀬局長との話は, 次
回に譲る｡




いる｡ 安富さんは, とにかく, 勉強ができるとい
うか好きというか｡ 彼の実家は, 長崎の街中にあ
り, 山の方にあった私の家に帰る途中であったた
めに, 時々, 立ち寄ったが, いつも丸お膳で勉強
していた｡ とにかく, 中学三年間で, 試験で, 一
度も勝てなかったと思う｡ 一度も勝てなかったの
は, おそらく, 彼一人である｡ 今でも忘れられな
いエピソードを一つ｡ ある時, 職員室を通ると技
術家庭の先生が私を招いている｡ 担任ではない｡
彼が見せたのは, 安富くんの答案｡ なんと, 全て
の答えが, 二度書きしてある｡ 早く試験が終わっ
た彼は, 念のために, もう一度, 答の上に, 答を
書いたのである｡ 空恐ろしさを感じた｡ 勿論, 満
点｡ 教師は, 私に, 上には上がいることを教えた
かったのであろう｡ 今となっては, ありがたい｡




















なで揃って, 自分たちだけで, 通園するのだ｡ 親
や, おばあちゃんたちが, 送ることもない｡ そん
な暇など, 誰にもない｡ 私も二才違いの妹と近所
の仲間と一緒に通った｡ その中に, 今でも印象に
残る二人がいる｡ その話をしたい｡ まるで, 異な
る人生ではあるが｡
ひとりは, 富石博二君, もうひとりは, 小田千
恵子さん｡ 富石君は, 私の人生の中でも最も尊敬





た｡ しかし, その頃のプロは, キューポラのお父
さんのように, プライドばかり高く, お金が入る
とすぐに遊びに走る｡ 富石君のお父上のことはよ













どが, 靖国神社に詣で, 宮中参拝するために, 遺
族会で上京するのでさえ, 一生一度の大事業であっ
たのだ｡ その後彼は, 時々, 休みをとっては, 長
崎に帰ってきた｡ 私が大学に入ってからは, 時々,
帰郷先の長崎で, 彼と会った｡ その時は, 必ず,
何か, ご馳走してくれた｡ 社会人はすごい｡ 彼と
食べる小汚い店のちゃんぽんは, 殊更美味しかっ



















である｡ その頃から, 彼女の身のこなしは, 群を
抜いていた｡ 走るのも早かったし, 勉強もできた｡
そろそろ, 結論に行こう｡ まず, 富石君, その
後紆余曲折はあったと思うが, ご両親も東京に呼
び寄せ, 子供を育て上げ, ご両親をきちんと見送
り, 今でも, 大手の銀行で勤めている｡ どうです
か, 皆さん, 特に学生諸君, 生きる, 働くという
ことは, 人間の生きる証であるということである｡
それだけで, 立派な人生ということである｡ 今で





る｡ 長崎では, 小学生は, 夏休み, 長崎港に浮か
ぶ, 鼠島という水泳教室に通う｡ 関所の通行証の
ような, 木札の紐にお小遣いの 5円玉をいくつか
通し, 連絡船で, 島まで毎日通う｡ 厳しいクラス
分けがあり, クラスによって, 被る帽子が異なる





採れる｡ さて, 小田さん, 帽子の色が我々とは全








いけないのだ｡ とは言っても, 一言だけ, 自慢さ












トされる｡ 中には, 大学とかで, まとまっている




れた｡ 理由はよくわからない｡ 会社の中で, 出世
する, しないはそのようなものである｡
本章では, 商社の人材育成の話をしたい｡ 入社
してから, 社内研修は, 頻繁に行われる｡ 今でも
変わっていなければ, 英語, 貿易実務, 債権保全,












忙しい身, たまらない｡ 測定は, 仲間同士で, や
るわけで, そこは商社マン, 暗黙の了解で, 一つ
おきに脈を測り, 飛んでもないところまで, ジャ
ンプしたこととなる｡
いくつか, 研修の思い出を｡ ある時, ビジネス
知識の試験をした時は, 断トツの一番であった｡
それはそうだろう｡ それが毎日の仕事なのだから｡
だから, はっきり言って, 研修は無駄なのだ｡ 又,
課題の作業の時は, 誰がリーダーか, 誰が発表す
るのかを決めねばならないが, その時は, すぐに












さあ結果は, どうか｡ 講師が言う｡ ｢結果が出ま
した｡ それぞれの項目が, 5から 1まで点数がつ
いています｡ 勿論, 5が評価が高い｡ ということ
です｡ ところで, 今回, 珍しい評価が出ました｡





です｡ 私の時代は, オール 5が偉いのだ｡ 5段階
なら, 5以外の評価をとっては, 家に帰れないの
だ｡
又, ある, 組織開発セミナーに, 業務部として,
部長以下 50人くらいで出た時のこと｡ 講師は,
外部講師で, 黒いポロシャツを着ていて, 何だか,
強圧的である｡ 態度が大きい｡ まず, 私は, 外部
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の人間が, ああだこうだ言うのは好まない｡ ｢余
計なお世話, ありがた迷惑, とっとと帰れ｡｣ で
ある｡ さて, 予感はすぐに当たり, 事件が勃発し
た｡ 課長と私が, 態度が悪いと名指しで, 注意を
受けたのだ｡ やる気がないなら帰れという｡ 失礼







たのである｡ その研修は, 最後まで, そういう雰
囲気で, 終わった｡ 課長もえらい｡ 彼は, 非常に
真面目な人で, くだらない事は, たまらないので
ある｡ 私は, 少し違う｡ 本能的に嫌なものは嫌な
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